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知事広聴「平太さんと語ろう」 記録 

 

【日時】平成 30 年 1 月 31 日（水）午後 1時～3時 

【会場】藤枝市生涯学習センター １階ホール 

 

１ 出席者 

・ 発言者 藤枝市において様々な分野で活躍中の方 

６名（男性３名、女性３名） 

 ・ 傍聴者 ２３０人 

 

 

２ 発言意見 

 

番号 分野・所属 項   目 頁 

発言者１ 暮らし 移住・定住促進について 2 

   ２ 自然環境 自然環境、里山の保全の重要性 4 

   ３ 地域振興 地域の活性化 9 

   ４ 子育て 地域の母親支援 11 

   ５ スポーツ産業 スポーツ産業振興 17 

   ６ 産業 自社の経営方針や取り組みについて 20 

傍聴者１ 危機管理 避難所について 27 

２ 教育 大学に対する期待 29 
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【川勝知事】 皆様、こんにちは。今日は藤枝に来ることができて大変喜んでおります。

藤枝といえばサッカーということであります。サッカーといえば藤枝。ですからその藤枝、

去年藤枝順心が全国１位になりまして、しかも無失点でおめでとうございました。 

皆さん１月 31日、今日は 2018 年１月 31 日ですけれども、何の日か御存知ですか。１は

Ｉ「アイ」と呼びますね。31は「サイ」と呼びますね。愛妻（アイサイ）の日だそうです。

先ほど食事の折に市長さんと御一緒しましたときに、同じように聞かれまして、知らなく

て、そしてこのガーベラをいただきまして、愛妻に今日はプレゼントしようということで

ございます。さすが花の回廊藤枝だなと思いました。 

昨年の３月には 3,117ｍ17 ㎝で花の世界一長い列をおつくりになられまして、静岡県の

誇る世界クラスの地域資源に登録されているのは御存知でしょうか。富士山が世界文化遺

産になりましたのが平成 25 年の６月ですけれども、南アルプスが世界エコパークになった

り、あるいは駿河湾が世界で最も美しい湾に認定されたり、お茶畑が世界農業遺産になっ

たり、それから卓球の伊藤美誠さんだとか、水谷隼さんだとか、こうした人たちがメダル

を取られたり、そうした世界クラスの地域資源と人材を平成 25年６月から今日までちょう

ど４年半ですから 54 カ月でありますが、64 件ありました。そのうちの１つが藤枝の花 3,117

ｍも並べたということでギネスブックに登録されております。 

さてさて、その花のある街に参りまして、今日は私が話を承る、広く聴く会でございま

す。 

それから、これは聞きっ放しではありませんで、お聞きして、そしてここで決めるべき

ことがあれば、ここで決めます。しかし、決められないこともありますので、それは持ち

帰りまして、必ずお返事を差し上げて、出てきたことについては必ず回答する姿勢でこれ

までやってまいりました。今日お聞きしたことをきちんとお返しすることが我々の仕事だ

というふうに思っておりますので、少し長い時間でございますけれども、藤枝のためにな

ることをきっと我々も聞くことができて、またそれに対してなるべくお役に立ちたいと思

っておりますので、３時までどうぞよろしくお付き合いのほどをお願い申し上げまして挨

拶といたします。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

【発言者１】 発言者１と申します。本日は貴重な機会をいただきましてありがとうござ

います。私は先ほど御紹介にあずかりましたが、12 年前になります、東京都の渋谷区の方

から藤枝市に移住してまいりまして、本日はその経緯ですとか、また移住後の暮らし、ま
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た移住者の視点で感じる課題のようなものをお話しできればと思っております。よろしく

お願いいたします。 

 東京都渋谷区に暮らしていたのが 2007 年までなんですが、移住を考えたのは、子どもが

小学校に上がりまして、ちょっと都会での子育てに息苦しさを感じていまして、子どもが

土を触るような機会もないし、虫もほとんど見たことがないような中で、あと大人の目が

常にある中で子どもが遊んでいるという状況にちょっと疑問を抱きまして、もう少し地方

の気候が穏やかで食べ物がおいしくて、人が優しくて、何かそんな場所ないかななんて話

していたところに、夫が藤枝の方で職が得られそうだということを話しまして、そのとき

私は藤枝市を初めてその名前を聞いたんですが、「藤枝ってどこ？」ということを言ったら、

ちょうど真ん中あたりだよということで、静岡は私たち東京に暮らしていて、やはり職場

などで静岡出身の方が複数いらっしゃったんですが、皆さんいい方で、静岡にとてもいい

イメージがあったんですね、移住前から。なので、きっと静岡はいい場所だから、じゃ行

ってみようということで、家族で藤枝市の方に移住をしました。 

 当初は市街地の方に暮らしていたんですが、もう少し自然豊かな場所で暮らしたいとい

うことで、ちょうどそのころ藤枝市空き家バンクという制度がスタートしたころでして、

藤枝市の中山間地域活性化推進室というところがあるんですが、そちらに御相談をして空

き家バンクに登録をさせていただきました。それから幾つか空き家を見せていただいて、

瀬戸谷地区の本郷という場所、温泉が近いんですが、そこの空き家を借りることができま

した。今、瀬戸谷に移住して４年目になります。 

 本当に藤枝市の中山間に移住者をサポートする体制が非常に進んでいまして、本当によ

くしていただきました、行政の方に。ただ空き家と移住した人をつなぐというだけではな

くて、移住前から、例えば町内会長さんと引き合わせてくださったりですとか、地域のイ

ベントなどがあればお知らせくださいましたし、それから私たち空き家をリフォームして

住むことになったんですが、そのリフォームがすべて終わった段階でオープンハウスとい

うのを開いてくださいまして、地域の方々が、50 年空き家だった古民家なので、本当にか

なり傷んでいたんですが、その空き家がどうなったのかというのは、やっぱり地域の方も

非常に興味を持ってくださって、また小さい集落なので、どういう人が移り住んでくるの

かというところも、地域の方にとってはとても大きな問題で、100 名を超える方がオープン

ハウスに来てくださって、そこで私たちは地域の方とつながって、御挨拶させていただく

ことができました。 
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 また移住後も、移住したらそれで終わりということではなくて、本当に行政の方で手厚

く移住後の支援もしてくださいまして、今は私は移住の相談員として自宅を使って、これ

から藤枝市に移住したいという方々の御相談に、先輩移住者というほどではないんですが、

自分の経験を生かしてお話をさせていただいています。 

 行政のサポートだけではなくて、瀬戸谷地区の皆様の本当に温かさに支えられて、今日

ここに来ています。本当に地域の方が、よく田舎に移住すると、ちょっと排除されたりと

いうか、よそ者扱いされるという話を聞いたりしますが、もう瀬戸谷地区は全くそういう

ことがなくて、本当に引っ越したその日から温かく受け入れてくださいまして、お返しが

できないくらいに、お返しが全く追いつかないほどによくしていただいています。 

 この週末、寒波の影響で非常に冷え込んで、我が家も水が出なくなってしまったんです

が、そんなときも近所の方が、うちでお水を使えばいいよと言って、２日続けて朝から歯

磨きをさせていただいたり、もう本当に地域の方にお世話になってばかりです。 

 自分が今感じる課題としては、私の夫は車の運転ができないんですね。それでやはり里

山、中山間地域で暮らすのに、車がないともうどうにもならないところがありまして、市

の自主運行バスがあるんですが、片道 400 円で往復 800 円、家族５人で動くと結構な金額

になってしまうねという話をいつもしていまして、今藤枝から渋谷まで高速バスが割引で

2,000 円くらいで行けるような状態で、駅に出るのにお金がかかってしまうねというのと、

１日に数本しかバスがないので、本当に交通の便が少しでも改善されたら、もっと都会か

ら人を呼び込めるんじゃないかなと考えたりしています。以上になります。 

 

【発言者２】 よろしくお願いします。改めまして皆さん、こんにちは。地域おこし協力

隊隊員をやっています発言者２です。本日は貴重な機会をいただきありがとうございます。 

 まず簡単に僕の自己紹介をします。僕は福岡県出身で、高校まで福岡にいたんですけれ

ども、焼き物の勉強がしたくて、高校卒業後、岐阜県に移りました。岐阜の多治見市とい

うところで学校に入り、焼き物を学んで、12 年間岐阜にはいたんですけれども、岐阜の中

で点々としながら、自分が作業しやすい家を探しながら活動していました。 

 最終的には岐阜市に移って活動していたんですけれども、最後に住んでいた家がすごい

手狭になってきて、２階建ての家だったんですけれども、１階が作業場と窯場で、２階に

寝るような感じで生活をしていたんですけれども、ちょっとこういう生活よくないなとい

うのがあって、そのときは本当、家に籠もって作業するばっかりで、近所の人とは全然関
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わらずにやっていたんですけれども、僕がつくっているものというのは器だったので、た

だ器をつくるだけじゃだめで、器を使ってくれる人とつながって初めて僕の仕事って成り

立つんだなと思いながら、後半は生活していました。 

 その当時、付き合っていた彼女が今の奥さんなんですけれども、その方が焼津の人で、

私と一緒になりたかったら静岡に来なさいというふうな、言葉ではなかったですけれども、

そういう雰囲気が出ていて、じゃ静岡でどこか家を探そう。こっちへ移ってくる２，３年

前から、ちょっとずつ静岡の方で仕事の機会がありまして、訪れるうちに、静岡はすごく

住みやすそうだなという思いはありました。 

そのうちに知り合った藤枝の作家さんに、ちょっと焼き物がやれそうな家があったら紹

介してほしいという話をした途端、すぐ今の家が見つかったんですけれども、「あそこなら

発言者２さん、すぐ移れるんじゃない」と言って、見に行った家が今の家です。 

 そのお家は空き家バンクという制度が始まって、割とすぐ登録していただいたお家だっ

たみたいで、早くから空き家バンクという制度に積極的に取り組んでいたらしいのですが、

やっぱり何分藤枝の中山間地の中で一番奥の大久保という地域なので、住んでも仕事に行

くのが大変というエリアだったので、なかなか住んでくれる人が見つからなかった。タイ

ミングよく僕がそこで、僕の仕事は家でできる仕事なので、なおかつ自然の中でやりたい

仕事だったので、すごく気に入って移り住むことを決めました。 

 それが 2015 年の春ぐらいですね。空き家バンクに登録されていた家だったので、役場の

人と関係をつくっていく中で、ちょうどタイミングよく藤枝市が地域おこし協力隊の募集

をしていて、僕自身も山で生活をするのが初めてのことだったので、地域の方と関わって

いかないと大変だなというのもあったので、協力隊、ちょっとどういうことかわからない

けど、試しにやってみるかと思い、協力隊の要請を受け、任期は一応今年の８月までなん

ですけれども、地域の方と関わりながら今まで活動を続けさせていただいています。 

 僕が住んでいる大久保には、今全部で大体 15軒ぐらいあって、集落の全員合わせても 30

人ぐらいです。60 歳でも若手と呼ばれるようなエリアなんですけれども、自然豊かで、太

陽の日照時間が短いんですよね。なので、よりその自然の恵みというか、太陽のありがた

さを感じながら生活をしています。 

そこで生活していく中で、地域のお父さん、お母さんたちに助けてもらいまして、その

分何か僕ができることで恩返しできたらなんて思いながら活動しているんですけれども、

それで地域の人と関わっていく中で、どうも藤枝市ではいろんなところで焼き物になる素
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材があるとわかってきまして、僕が住んでいる集落の隣に蔵田という集落があるんですけ

れども、そこではまだまだ盛んにお茶がつくられているエリアですけれども、その集落に

住んでいるお父さんが持っている山から焼き物に合う土が取れるということで、「発言者２

さんだったら好きに使っていいよ、ぜひぜひその土で焼き物をつくってくれないか」とい

ったところから、協力隊の活動と、陶芸家のスキルを合わせて、今は地元で取れる素材を

活用して、地域のお茶だったり、藤枝には４蔵の酒蔵があるので、そういう地元のものと

コラボ商品が開発できたらなと考えて、今活動しています。 

 僕が移った家にはお茶工場がありまして、うちの集落がちょっとほかの集落と違いがあ

りまして、ほかの集落というかエリアでは、１つの大きなお茶工場をつくりまして、そこ

に自分たちがつくったお茶を持ち寄って製茶していくんですけれども、うちの集落は、自

分がつくったお茶と隣がつくったお茶を混ぜたくないというこだわりを持ってお茶をつく

られた方が多かったみたいで、１家に１茶工場あったんですよね。 

その名残がうちにもありまして、そのお茶工場を一昨年の暮れから改修工事を始めまし

て、去年の春に「お山の道具店」という器のお店とカフェを併設したお店をつくりました。

僕が住んでいる大久保は、駅前から１本道、32 号線を真っ直ぐ道なりに登ってもらうと着

くんですけれども、そうやって山まで来てもらうと、また一本道で帰っていかれるんです

ね。デパートの上に遊園地を昔つくっていたように、１回上まで登ってもらったら、必然

的に帰り、途中のいろんな瀬戸谷には温泉もありますし、陶芸センターとか、いろいろ個

性的な施設があるので、そういうものも知ってもらえるきっかけになるのかなと思いなが

ら活動しています。 

住んでいてちょっと気になるのは、やっぱり自然が身近にあるというか、自然の中に住

まわせてもらっている感が強くて、夜、街の方から家に帰る途中に、すれ違う車ってあん

まりないんですけど、野ウサギですとか、イノシシですとか、獣たちにはよく会うんです

よね。 

なので、自然とどう仲良く生活していくかというのを日々の中で感じるというか、昔は

皆さん山に多く住まわれて、自分の持ち山のエリアを把握していたんですけれども、自分

の持っている土地を受け継いでいけてないというか、今住んでいるお父さんたちは知って

いるけど、街に出ていった息子は自分の山の土地の範囲を知らない。 

徐々に山が荒れていって、お茶畑も荒れてきていて、そうするとどうしてもそこに獣た

ちが棲んでしまって、人が住む場所と獣たちが棲むエリアがどんどん、どんどん近づいて
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きて、それがすごい悪循環になっている。山も整備されなくなっているので、どんどん、

どんどん荒れてきちゃっているというのがすごい気になっていて、やっぱり僕だけではど

うしようもないですし、でもすごくいい文化がまだ山には残っていて、そういうところに

価値を見出せていけたらいいなと思いますし、皆さんに知ってもらう機会をこれからもつ

くっていけたらいいなと思っています。以上です。 

 

【川勝知事】 発言者１さんと発言者２さん、共通するところはおふたりとも県外の方だ

ということですね。そして、おふたりともこの地域の魅力に魅せられて生活をされている

ということでありますが、一言で言えば、藤枝というのは、あるいは瀬戸谷というか、開

かれたところだという感じでございます。東海道、今は五十三次とは言わないで五十七次

といいますけれども、この岡部も藤枝も元々宿場町ですから、人が往来しているので、排

他的でないという性格を持っているのじゃないでしょうか。 

 そして発言者１さんの場合、藤枝の名前も御存知なかったということ、それから渋谷と

いうことですから、もう何しろビルしかありません。若者の町といいますけれども、本当

に全部コンクリートが張られていますから、土、あるいは清冽な水とかというものがあり

ませんね。それで子どもをどうしようかということで、偶々この藤枝というそこに巡り会

えた。御主人様が仕事を得られたということのようでございますが、そのときに、食べ物

がおいしくて人が優しいと、そうなんですよ、食べ物です。 

今日のランチも、本当に名人が土地のものを使ってつくられているものでありますが、

何しろ静岡県だけで 439 も食材があります。２位は 218 しかありません。どこの県とは言

いませんけれども、439、食材の王国ですから、春夏秋冬、何らかの新鮮な季節のものが手

に入って、それを料理していただけると、こういうことで、それと何といってもやっぱり

人の優しさが大事だということでございまして、そしてもう１つ、こちらのおふたりがこ

ちらに来られたのが、空き家バンクの制度というのがちゃんと、いわばハードの面で整備

されていたと。それから「さとやママ」ですか、そういうソフトのコンセプトもできてい

て、里山にお住まいになる方々、女性を大切にしようというそういう初めから人を受け入

れるこういうハード・ソフトの両方があったというのが強いですね。 

 何しろ発言者１さんが４年前に越してこられて、石の上にも３年といいますけれども、

４年目に入って、このよさは私たちだけではなくて、もっと都会にいる方々を含めて、い

ろんな人に知らせたいということで、そういう仕事にも関わられたということですから、
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自分の地域を自慢するお国自慢ではなくて、世界の目で見てここはすばらしいところだか

ら、ここに住むのがいいですよというそういうことをしていただいているんですから、こ

れは大変な味方を藤枝は持ったのじゃないかというふうに思いまして、ただ、やっぱり瀬

戸谷の方まで、街を往復するのに車を御主人様が運転なさらないというのは、なかなか不

便なことで、そして公共交通機関がなかなかサービスが悪いので、これはいずれ皆、年が

いくと運転免許を返上しなくちゃいけませんから、必ず同じ問題が起こりますからね。や

はりこれどういうふうにすれば、手軽に交通アクセスを持てるのか、これは大きな課題だ

と思います。ですからちょっとここにお住まいになっている方々の御事情などをよく調べ

て、何ができるか考えてみたいと思いますね。 

 それから発言者２さんは、福岡出身で、そして高校を出て多治見に行った。多治見とか

土岐とか瑞浪とかというのは美濃焼の中心地ですね。ですから、あそこはどうして美濃焼

ができるかというと、すばらしい土、陶土があるからです。中学のときに自分の生きる道

を決めていらっしゃるといのがすごいと思います。藤井聡太君と一緒ですね。14 歳で将棋

の道に行くと決めているわけでしょう。そういうところがいいと思うんですよ。決まらな

い人は普通の高校へ行けばいいと思うんですけれども、生きる道をこちらは陶芸とお決め

になって、そして出会いというのは奥様ですね。言外に、あるいはもうはっきりとここし

かないと。 

ですから、こちらに空き家バンクがあって、もう一目惚れで今住まわれているところを

見つけられて、そして何と蔵田ですか、土が瀬戸物に合うというのは、これは画期的なこ

とじゃなかったかと。地名を冠して何とか焼とかいうふうになれば、こちらのお茶も、お

酒も、これグラスで飲むのもいいですけれども、やっぱり瀬戸物で飲むのが味があると思

われませんか。 

ちょっと燗付けにしてとか、大吟醸でも実はちょっとぬる燗にしても大丈夫だと言われ

ていましたので、そのときにはガラスで飲んでもいいですけれども、やっぱり発言者２さ

んのこちらの土でつくった瀬戸物で飲むというのが、これが文化になればもっといいなあ

というふうに思ったんですけど、それはともかくとしまして、こういうおふたり、国際派、

あるいは県外派といいますか、そういう人たちにこの地域のよさを、あと交通の便と、発

言者２さんが言われたすみ分けですね、動物と人間の生活圏とをどのようにすみ分けるか。

シカとかイノシシとか、非常に深刻な問題です。ですからどうしたらいいかというと、皆

が里山に住めばいいですよ。 
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私は 50 歳で東京を捨てて田舎に住むと決めたわけですが、そのときにすぐ必要だったの

が車です。だから 50 で免許を取りました。そして畑を始めました。そしたらそこにサルが

来ました。サルは群れなして来るんですよ。そしてキュウリだとか、全部食べて次に行く。

全部ちぎって、全部だめにするんですよ。サルは動物園で見る時はかわいいですけれども、

猿害というのはどうしようもない。敵も然る者で、どうしても敵わないと思ったものです

が、ですから発言者２さんの悩みは日本の里山の悩みです。 

ですから、人が多く住めば一緒に退治できるということで、そこに住むことができるに

は、交通の便が、アクセスがよくないとだめです。ですからこの問題は両方絡まっている

ので、ぜひ瀬戸谷、大久保地域あたりを突破口にして、ここで 32 号線でしたか、向こうは

デパートだと、天国に行くわけです。そういう比喩がいいじゃないですか。エスカレータ

ーで降りてくるように、この 32 号線を伝ってくる、こういう発想がいいですね。この発想

を上手に英語だとかにして売り込んでいけばいいかなというふうに夢が広がった、そうい

う感想を持ちました。ありがとうございました。 

 

【発言者３】本日は貴重な機会をいただきまして、誠にありがとうございます。発言者３

です。私の会社は、両親、兄弟ともに運営している家族経営の会社です。 

父が 42 年前に無農薬に切り替え、主に有機茶の栽培、加工から販売を行っています。農

家の後継者不足が深刻な中、なぜ私たちが跡を継ごうと決意したか、それは両親の信念や

仕事に誇りを持つ、そういった働く姿を小さいころから見てきたからだと思います。また、

若い頃は田舎が嫌で、高校卒業後、地元を離れ、海外で生活した経験が、日本、そして生

まれ育った地域のよさやお茶の魅力に気づくきっかけとなりました。 

現在、農家の高齢化、後継者不足が深刻な中、私が生まれ育った瀬戸谷地域も例外では

ありません。皆さんのお手元にある裏表印刷された資料を御覧ください。短い期間で農家

の件数、耕作面積が大分減少しました。現在は父の世代が現役で頑張っていますが、この

先、10 年、20年後を考えると、とても恐ろしくなります。今何とかしなければと強く感じ

ています。 

そういった現状を何とかしようと、二つの取組を始めました。一つ目は、地域住民や瀬

戸谷地域に関わる人たちとともに、外国人旅行者の誘客と、地域の中の横のつながりを強

めることを目的とした取組です。 

なぜ外国人旅行者かというと、私のところには農村の文化や生活を知りたいと、海外か
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らの訪問客が多く、中には３カ月も滞在する人がいます。この地域には東京や京都にはな

い魅力があります。それは人だったり、自然だったり、食べ物だったりと、昔からあった

お店がなくなっていく中で、もっとこの地域が持つ魅力を世界にアピールし、地域の活性

化につなげられたらと願って、この取組を始めました。 

もう一つは、瀬戸谷地域がモデルケースとなり、有機を推進する「有機の里プロジェク

ト」です。地域全体で有機を推し進め、瀬戸谷の農産物の安定した農業経営や、持続可能

な農業の仕組をつくりたいと思っています。藤枝市には、日本・世界に誇るすばらしいお

茶農家や、茶商の方々がいます。茶商の皆さんの持つ加工やブレンド技術はとてもすばら

しいです。そして先日、ＪＡの方にお会いしたのですが、そのときに藤枝茶に対する思い

入れを聞き、とてもうれしく感じました。お茶で生きる人同士、それぞれが持つ強みを生

かし、協力し、新たな流れをつくれたら、とてもおもしろいことになると感じています。 

また、新たな協力体制を築き上げていかなければ、この先瀬戸谷、そして無農薬のお茶

を守ることはできないと感じています。そういった中で県や市のサポートはとても重要で

す。藤枝市の市役所、県の農林事務所にはとてもすばらしい方々がいます。そういった方々

によって藤枝市が支えられているとつくづく感じます。私がこのプロジェクトをやりたい

と思ったきっかけも、藤枝市の産業政策課の方々や、いろいろな方々と関わる中で生まれ

てきました。皆様のお力を借りながら、こういった新しい挑戦やいろいろな課題に取り組

んでいけたらと思います。 

今、瀬戸谷地域には、ここにおられます発言者１さんや発言者２さんといった、とても

おもしろい方々が越してきています。とてもうれしいことです。ただ、移住希望者がいて

も、なかなか空き家、住める場所がなく、課題を感じています。その中で移住促進とあわ

せて、この地域で生まれ育った人たちが帰ってきてくれること、それもとても大事だと思

います。 

農家の後継者問題もそうです。一番手っ取り早いのは、やはり小さい頃から農業を身近

で見て、なおかつその基盤を持つ農家の息子や娘が継ぐことです。静岡県の特産物はお茶、

ミカンで、この地域の大部分の農家が、この茶、ミカンをつくっています。行政には今後

この特産物を継ぐ後継者に対しての充実した支援をお願いしたいです。今後、お茶・農業

にたくさんの人が魅力を感じてくれるよう頑張っていきたいと思います。この度は御清聴

ありがとうございました。 
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【発言者４】 この度は貴重なお時間をいただきまして、ありがとうございました。発言

者４と申します。 

 私のちょっと自己紹介をさせていただきたいと思います。私は現在、８歳と６歳の男の

子２人のお母さんをしています。元々藤枝市の幼稚園の方で働いていた経験で、その後、

旧大井川町の保育園で働きました。結婚をしまして、一旦川崎の方に行きまして、主人が

体調を崩した関係で、藤枝に戻ってきました。 

 実は今、ベビーマッサージの教室をやっていますが、私自身は長男のときに、全くベビ

ーマッサージという存在を知りませんでした。自分の友達たちが、すごい子育てをしなが

ら楽しいものがあるよというのを聞いて、ちょうど次男を妊娠中に、何か子育てを身近で

しながら働きたいという意識があって、調べてベビーマッサージに気づいたという経緯に

なります。 

 現在は藤枝市の青南町という、それこそ周りが田んぼだらけのところなんですけれども、

そこに自宅がありまして、そこの一室で０歳からのベビーマッサージ教室、親子のコミュ

ニケーションをもっと楽しんでいこうということで、教室の開催をしています。私のとこ

ろなんですけれども、一番早くて、「今日出産しました、教室に行きたいので、２カ月先の

教室を教えてください」という連絡もいただいています。 

私が自宅でベビーマッサージ教室をやっている理由としましては、まず自分自身の子育

てを軸にしたいので、子どもの姿を身近で感じながらのママとして、そして一人の社会人

としてお仕事をしたいということで、自宅で開業をしています。 

 私のところに来るお母さんたちというのも、似たようなお母さんたちが多くて、子育て

をしているのは楽しい、でも社会から孤立するのではなくて、私自身も何かやれるんじゃ

ないかなというのを求めてくるお母さんたちもたくさんいます。そういうお母さんたちか

ら、子育て支援ももちろんのこと、自分でも何か起業というか、何かやりたい、じゃあど

うしたらいいですかという相談がかなり増えてきたものですから、何かそういう方々がゴ

ールになるようなものができたらいいんじゃないかなという考えをずっと持っていました。 

 そこで藤枝市内で個人事業主として活動をしている女性の皆様を集めた「FUJICO プロジ

ェクト」というグループを立ち上げて、今年で３年目になりますが、雇用される働き方で

はなくて、自分たちの、もしかしたら趣味からのスタートかもしれませんけれども、それ

をしっかり確立して、社会に貢献していこうという意識の高いメンバーを集めて、まず第

１回目は、ちょうどこの場所で藤娘祭というイベントを開催しました。無名の団体だった
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んですけれども、そこで 1,400 人以上のお客様に来ていただき、第２回目は、もう少し今

度は地域の企業様と絡めてやっていきたいということで、SBS マイホームセンターをお借り

して、そこで藤娘祭を行いました。 

 第１回、第２回とも、多くのママたちが口コミで来てくださって、２回目は「私こうい

うものをつくっているんですけど、こういうものを売るためにどういうふうに仕掛けてい

ったらいいですか」という起業相談などもありまして、去年はイベントだけではなくて、

私たちの持っているスキルをもっと行政の手が届かないところで、でも市民が求めている

ものを解決できるような講座を開いていこうということで、私が子育て支援の方を主にや

っているものですから、去年は今年の４月に幼稚園に入園する子を持つお母さんたちが、

入園までの１年間におうちで何をしておいたら幼稚園でいいのかというようなことの講座、

４回講座を組み立てて開始しました。 

 それをやった理由としましては、まず私自身が幼稚園の先生として働いていた経験で、

今現在、幼稚園教諭として働いている先生たちの生の声を今だに聞けています。子育ての

こういうママが増えて、幼稚園の先生たちがこういうのにちょっと苦労をしている。でも、

教員に対して要求されることが多いということで、仕事量が半端ない問題を生で聞いてい

て、片や私自身もママなので、子育て中のママからの現役の声を聞いています。 

その２つを両方解決するために、私たちが考えたのが、その１年間のうちにタイミング

よく、例えば、今現在おむつを外さないで幼稚園に通わせるお母さんが増えています。で

も幼稚園でおむつを外そうというのが、保育園ではないので、幼稚園ではできればおむつ

を外して入園させていただきたいんですけれども、そういうのをお母さんたち自身が知ら

ない。外し方がわからない。 

調べればネットに書いてあるけれども、ネットだとやっぱりわからないという悪循環が

あるので、先輩ママというところと、あと元教員というところで、この時期におむつをこ

ういうふうに外すといいよとか、お箸の持ち方も、今や 30代でも正しくお箸を持てないと

いう統計があるくらい、お箸の持ち方もなかなか子どもたちに浸透していないので、お箸

の持ち方を勉強しよう。 

実は３歳でも、お洋服を自分で脱いだり着替えたりすることができない子が増えている

という現状もあり、そういう練習方法など、お母さんたちがおうちでできることを１年か

けてやろうねという講座を組み立てたりとか、あとお母さんたち、とても今忙しいんです

ね。子育てもしていますし、仕事も復帰しなければいけない、そうなったときに、どうし
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ても必要になってくるのがパパたちの手助けです。 

かといって、男性は男性で働いていますので、その男性にいきなり「家事やってよ」「子

育てやってよ」と言っても無理があるんですね。よかれと思って手を出すと、お母さんた

ちに逆上されて、「そんなやり方」と言って怒られて、「俺どうしたらいいだよ。」というパ

パたちの、ちょっと笑いが起きていますが、そういう現状も聞いていました。 

 ということで、私自身も主人がいますので、私の主人は世の中的にはよくイクメンと言

われる主人なんですけれども、イクメンに育てるまでの間のノウハウがあるので、パパた

ちを集めまして、ベビーマッサージで肌の触れ合いを楽しんでいただいて、しっかりと子

どもたちをかわいく撮れる写真の方法とか、ママたちが何をしたら喜んでくれるのかなど

をパパ目線、ママ目線を含めて、イクメン講座というのを藤枝市さんと一緒にさせていた

だきました。 

 そういうことを FUJICO プロジェクトで今年１年やっていきまして、今年最後３月 25 日

に BiVi の中にある産業大学さんと一緒に、学生さんがやっぱり雇用される働き方ではなく

て、起業する働き方をしていきたいという声がありましたので、私たちと一緒に組むこと

で、どういうふうに個人事業主としてやっていっているのか。現場でどういうふうに動い

ているのかなどを学生さんたちと考えながら、イベントを集大成としてやろうと思ってい

ます。 

 課題というか、今問題としているのは、やっぱりベビーマッサージの教室をやっていた

りとか、子育て支援センターの方で講師として働いていて、ママたちの現場の声を聞くと、

忙しいママたちの支援というのが、なかなか現場レベルで手が届いていないなというとこ

ろがありました。例えば子育て支援センターとか、建物はたくさんできているんだけれど

も、どうしても行きにくいとか、パパたちの支援もそうなんですけれども、なかなか行っ

てもらいたい、参加してもらいたいパパが動かない。 

イクメンのパパは、元々フットワークが軽いので、出かけてくれるんだけど、うちのを

何とかしたいというパパを説得することができないとか、そういう本当に表面だけの問題

ではなくて、本当に現場レベルでの悩みもとっても多いので、手が届かないところを、私

の教室とか、FUJICO プロジェクトとか、地域の皆様と一緒に解決できたらいいなというふ

うに思って活動をしています。ありがとうございました。 

 

【川勝知事】 発言者３さんと発言者４さんのお話を聞きまして、やはり藤枝の女性はす
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ごいなというふうにつくづく感じた次第でございます。 

発言者３さんが中国とかアメリカに留学されたと。しかし基本的にすごく親孝行なんで

すね。かわいい娘を海外に出すというのは、よほど勇気の要る御決断ではなかったかと思

いますけれども、それを許されて、そして非常にグローバルな目を発言者３さんはお持ち

になった。しかし自分の故郷において伝統的にお茶をつくっているんじゃないかと、これ

だというふうにして帰ってこられたわけですね。 

そして、家族経営でプロジェクトを立ち上げていらして、そして今、日本に、また静岡

にたくさんの海外のお客様が来られていまして、ちなみに一昨年静岡県にお越しになられ

た観光客は１億５千３百万人です。日本の人口が１億２千数百万人ですから、それより多

いんですね。その前は１億４千万人ぐらいです。これはさらに増えていくでしょう。特に

海外からのお客様が増えていくでしょう。ですからそういう海外のお客様をターゲットに

して、この藤枝のお茶、あるいは静岡県の持っているさまざまな食の文化をどのようにＰ

Ｒしていくかということが課題だと。 

それと同時に後継者をどうするかということなんですが、やはり私は、彼女は実は茶師、

お茶の先生の資格をお持ちなんですが、茶商のところで７年間ぐらい修行されているんで

すね。ですからこういう身体で身につけた技芸といいますか、これがこれからは効いてく

るなと思うんですが、こういうところにどのようにして 10代くらいからなじませていくか

と。 

藤枝全体で、この藤枝の自然、土ですね。先ほど発言者１さんが、土がないから、こち

らで子どもたちに大地と自然に接する機会を与えたい、大人も多分同じだと思いますけれ

ども、単に遊ばせるのではなくて、仕事としてそれを見せる。発言者３さんのところはき

っとそのような両親の姿が常に子どもの時から周りにあったので、それが原点になって戻

ってきて、今この仕事をされているんだというふうに思って、なかなかグローバルな視野

を持った、しかしローカルなこの藤枝に立脚して仕事をしていこうということで、私はも

うお客さんが来られることははっきりしていますので、上手につくる人、またこのマーケ

ットをねらって売っていくんだというようなマネージメントの能力を持つ人が一緒に加わ

ると、非常に強いと思います。 

そして、ここは産業大学がありますし、その産業大学には、静岡県の県庁のエリートと

言われた人がいまして、その人は今学部長か何かされていまして、お茶の本まで書いてい

る人なんですよ。 
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 新居出身の方なんですけれども、新居というのは御存知ですか、浜名湖で半漁半農のと

ころです。だからもう非常に舌が肥えてるんですよ、この方がここで仕事をして、お茶の

本を書かれた。新居ではお茶をつくってないじゃないですか。だけどお茶の名人になられ

たわけです。それで産業大学に引き抜かれてプロフェッサーになられた。副学長ですか、

今は。大いに利用してください。あそこにはいっぱい若い青年がいますから。 

そして発言者４さんはすごいですね。もうびっくりしました。ともかく家にいながら、

どう仕事をするかという、つまり子どもを育てながら、そのこと自体を仕事にする。つま

り自分で起業しているわけですね。このベビーマッサージですか、これをマスターされて、

これはおもしろい。お母さん方が自分がそうであったように、子どもはかわいいけれども、

孤立すると、孤独だと。この孤独をどのようにして解消するかということで、このベビー

マッサージのこれを通して、ママさんのネットワークをつくり上げていくということをな

さって、ですから常にベースは働く職場ではなくて、家がベースになっているというのが、

これがすごいと思います。 

やっぱりちょっと考えれば、サラリーマンになって、人が会社に行ったり、工場に行っ

て、家に帰ってくるというふうになったのは、せいぜいこの 100 年くらいでしょう。明治

以前、ずっと皆仕事は家でやったはずです。漁に行く人は別ですけれども、それでも家に

帰ってくる。ですから常に御両親のしていることを子どもは見ていたはずなんですね。 

だから家で仕事をするということが、何となく通常の仕事でないというふうに思いがち

ですけれども、仕事になりますよということで、まず自分でモデルを見せる。もちろんそ

の６歳と８歳の男の子が今までやってこられたように、いるということですから、常にお

母さんの背中を見ている。 

それともう一つすごいのは、藤枝は旦那さんが女性の尻に敷かれる、それぐらい優しい

人たちが多いということですね。ですからこういう方を上手にイクメンをつくる、イクボ

スをつくるノウハウを持っていらっしゃるわけですね。ですから、これも静岡産業大学の

女子学生は、皆こちらに来て、将来いいパートナーに恵まれたときに、どのようにして天

から授かったお子様おふたりで仲良く育てていくかといったときに、教室は私のところで

やってますよとおっしゃっています。 

そして最初の藤娘祭、藤・娘と書いて藤娘、これで 1,400 人来たというんですから、も

う藤枝というところは、今日もそうでしょう、どんどん入ってこられて、今日何曜日でし

たっけ。水曜日に、ちゃんとこういう大事なものについては、万障繰り合わせてここに来
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るという人たちがこんなにたくさんいらっしゃる。これは記録じゃないでしょうか。広聴

会の記録じゃないでしょうか。これだけ会場が満席になって、立っている人もいますから。

別に希望してきたからじゃないんですよ。ともかく職員が座れないような形になるぐらい

です。それくらいのことはこれまでで初めのことでございますが、ですから老いも若きも、

どういうふうにしていくと皆が元気になれるかということで、この女性が男性と一緒に、

しかも女性が起業、新しい仕事を興していくということができますよということですね。

このモデルになります。 

かつて本田宗一郎さんも 10 代です。あるいは豊田佐吉さんも 10 代です。豊田佐吉さん

は大工ですから、大工で、それで織物の機械をお母様を楽にさせるために、なるべく簡単

に織物が織れるようにということでやった。お母さんのためにつくって、結果的に世界の

トヨタに、織物で大成功して、そして特許をもらって、その特許をイギリスに売って、売

ったお金でそれを自動車に投資して、世界のトヨタになったわけです。元々は親孝行が原

点で、しかも 10 代ですよ。本田宗一郎さんもそうですね。 

同じように、若い人で仕事ができるというのが、大会社に勤めることが何となく仕事だ

と。そうではないんだと。仕事というのは、自分がおもしろいと思ったことをやってみて、

そしておもしろい、なぜおもしろいかというと自分の役に立つから、それは必ず人の役に

立つはずだというそういう信念でやっていらっしゃるんですね。ですから、自分がよかっ

たと思うことは、必ず人にも役に立つということが、結局それが報酬になって返ってきて、

仕事として充実できる、充実する女性になってくる。 

そしてもう旦那の方は左うちわで、ときどき子どもをあやしていればいいというふうに

なったらいいですが、それはそうもいかない。やっぱり一緒に働かないといかんわけです

が、そういうたくましい女性２人の存在に気がつきまして、それからもう１つ、このおふ

たり、同年齢なんですよ。それで、ただ、初めからこういうベビーマッサージをやるとか、

FUJICO プロジェクトをつくるとかいうことじゃなかったと思いますし、発言者３さんもそ

うでしょう。 

ですからいろいろな経験を積んで、子どもを産んだとか、あるいは海外を経験した後、

御両親の仕事について思い出した、大体 20 代の後半ぐらいにそれに気づくんじゃないです

かね。それまではいろいろと迷って、あちこち巡るのじゃないでしょうか。御主人の都合

でこちらに戻ってきたとか、御両親のいらっしゃるところへ戻ってきたと、それは一言で

言えば、「30 になったら静岡県」ということじゃないかと思いますね。 



 - 17 - 

ですから 10 代であちこち行きたいとか、東京を見たいとか、あるいは海外を見たいとか

いうのに足を引っ張る必要はない。海外からも来られているし、海外にも行くと。そして

30 前後になって、結婚したとか、あるいは御両親のことが心配だとかなったときに、そこ

に仕事があるようにしておけばいいということで、30になったら静岡県、40 になっても静

岡県、50になっても静岡県、60 になったら、ここはもう最高ですから、温かいし、食べ物

もたくさん、温暖ですし、60になったら静岡県、幾つになっても静岡県。 

しかし、まずは「30 になったら静岡県」で、この二人がその女性のモデルではないかと

いうふうに思った次第で、大変たくましいおふたりであるというふうに感じ入った次第で

ございます。以上であります。 

 

【発言者５】 よろしくお願いします。開始１時間 10分たって、皆さん一方的にお話を聞

いていたということもあって、ちょっと眠気とかも来ていると思いますので、大変お手数

ですが、１回ちょっと立っていただいてよろしいですか。ちょっと体を動かしてから、お

話しさせていただきたいと思います。簡単に背伸びを。大きく息を吸って、吐いて、あと

２回やります。大きく吸って、吐いて。ラスト。ありがとうございます。お座りください。

知事もありがとうございます。 

 清水屋スポーツの発言者５と申します。よろしくお願いします。名前のとおり、スポー

ツ用品の販売をしているんですが、これから我々が取り組むことを話す前に、弊社の歴史

的背景を簡単にお話しさせていただいてから、そちらの話をさせていただければなと思い

ます。 

 創業 66年目を迎えまして、元々祖父と祖母がつくった会社です。当時、実は弊社は、御

存知の方もいるかもしれませんが、今の清水屋スポーツの向かいに、当時日本で全国４番

目の売り上げを誇るスポーツ用品店さんがあったんですね。そこにわざわざ出店してスポ

ーツ屋を始めるんですが、当然、大手さんがまずスポーツ用品を当時牛耳っていたので、

弊社では一流メーカーは仕入れできないんです。 

当時はミズノというメーカーが、もう本当に王道をいっていまして、当然うちに、その

向かいのお店の意地悪とかじゃなくて、商売上、弊社にミズノは入荷するなというふうに

メーカーさんと話がありまして、弊社の方になかなか一流メーカーが入らなかったので売

り上げが伸びない時期が続いていたんです、創業当時。 

 私の祖父は、実は日本で初めてサッカー少年団をつくった人物でありまして、その少年
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団をつくる前から近所の子どもたちを集めてサッカーの練習とかをよくやっていたんです

ね。そのときに教えていた子たちが、後の藤枝東高校サッカー部に入りまして、全国で初

めて優勝した年代の方々の指導をしていたり、後にその日本一を取った人たちが大学に行

って活躍して実業団に入る。今で言うＪリーグのチームに入って、日本代表に選ばれ、そ

して海外遠征とかに行って、たまに会うんです。オフのときに清水屋スポーツに寄ってく

れたんですね。 

そのときに全日本、日本代表の選手の方がアディダスのジャージを着てきたんです、清

水屋スポーツに。当時そんなものは知らないんです、まだ日本は。だってミズノが一番流

行っている時代です。そのアディダスの３本線のジャージを着て入ってきた瞬間に、祖父

が「何だ、それは」という話になりまして、「おじちゃん、これ今アディダスと言って、も

う本場ドイツではみんな着ているんですよ」という話を聞いたときに、祖父は本当はどう

か確かめにドイツまで行ったんですよ。 

 ドイツの街を見たら、本当に３本線のジャージを着ている若者がたくさんいて、これは

格好いいと。本場ドイツでこんなに格好いいものを着ているなら、これを日本でも広めよ

うと思って、結構早い段階でアディダスとプーマを仕入れて、結構早い段階で販売をして、

当時、ミズノさんのジャージが上下 4,000 円の時代に、何と 15,000 円で販売をするという

非常に高価な販売をしていたんですが、それも背景がありまして、情報からビジネスにつ

なげていくということを私の祖父が始めたのが原点です。 

 一時ばっと売れるんですけれども、1990 年代に入ってから、イタリアが非常にサッカー

の全盛期で最強時代なんですけれども、そのイタリアに足を運んで、その今インテルの長

友選手がいるホームグラウンドでサン・シーロというスタジアムがあるんですが、そのス

タジアムを見たときに感銘しまして、そのスタジアムの雰囲気をそのままお店に持ってこ

ようということで、藤枝の駅南にサッカーショップを２階建てで建てまして、そういった

「情報から用品につなげていく」というビジネスをずっと我々はやってきました。 

 ちょっと話は戻りますが、ミズノの商品とかアディダスとかプーマの商品の中でも、実

はサッカーパンツは余り製品としてよろしくなかったんですね。それに対して祖父と祖母

は、どうしても不満があったので、自分たちでつくろう、日本人の足に合ったサッカーパ

ンツを自分たちで開発しようということで、大体聞いた話ですと、当時 1,000 人以上の大

人から子どもまでの足の寸法を測り、それでサッカーパンツを完成させたんですよ。それ

がＳＳＳ（スリーエス）という弊社のオリジナルのブランドなんですが、それが全国的に
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当時売れまして、そういった何かを追究していって商品化していくとか、そういった部分

に関してもいち早く取り組んできた会社です。 

 現在、我々が取り組んでいることというのは、基本的にそういったソフトから入って、

物が自然に販売されていくという流れをつくるために、今手がけているものが、皆さん、

２年後に東京オリンピックがあるのは御存知ですよね。多分国として施策を打っているん

ですが、現在日本のスポーツの市場規模というのは 5.5 兆円あると言われています。今回、

一昨年、経済産業省がその市場規模 5.5 兆円を 2020 年までに 10 兆円にします。10 兆円に

していきましょうと。で 2025 年までに 15 兆円にすると掲げたんです。３倍にしますよと

いうことなんです。 

 この流れは、弊社としても当然乗っていかなきゃいけないなと思うんですが、これまで

弊社がやってきたソフトの部分から入っていくということを、もっともっと最大化してい

きたいなというふうに考えています。じゃ何をすればいいのかということで、日々悩んで、

悩みながら、考えて考えて、動いてはいるんですが、だったらうまくいっているところか

ら学ぼうということで、スポーツビジネスというのはアメリカが最先端をいっているんで

す。 

アメリカは今どういった取り組みをしているかといいますと、リーバイス・スタジアム

という有名なスタジアムがあるんですが、年間６試合、10 万人入るスタジアムで、アメリ

カンフットボールの試合を年間６試合あるんですけれども、その年間の売り上げが 500 億

円です。たったの６試合で 500 億円ですよ。ＭＹＦＣの総合運動公園の試合で、年間で 500

億円稼ぐということなんですね。試合数が多いから、サッカーの方が試合数が多いですが、

じゃ何でそんなに売り上げを出せるかといいますと、日本の考え方はこうなんです。例え

ばＭＹＦＣの試合があるときしかお金が稼げないという考え方で、普段はそこまで稼働が

できなくて、お金にならないという考え方なんですよ、スタジアムに対して。 

普段そういったお金が発生しないので儲けが悪い、なかなかそこに力を注げないという

のが実情なんですが、アメリカの場合ですと、普段、飲食店が入るんですね。そのスタジ

アムの下に飲食店が全部入っていまして、テナント料が入りますし、基本的にそこにお客

さんが来るような仕組みになっています。けど、お客様はなぜ来るかというと、駅前にあ

るからです。藤枝の駅前に居酒屋はたくさんありますよね。だから皆さん集まると思うん

ですけれども、あそこにサッカースタジアムがあって、その下に飲食店があって、普段か

ら行きますというみたいな形です。 
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例えば飲みに行ったときに、「今週、試合があるんだけど、おまえ行かないか」というふ

うに、例えば会社の同僚と飲みに行ったときに、「行くよ、どこでやるの」「上だよ、上」「こ

こ？」みたいな感じの、スタジアムに行くこと自体のハードルが低いんですよね。だって

普段飲みに行っている場所の上にある。なので、そういったハード面の部分になりますけ

れども、もっとスポーツとそういった飲食だとか、いろんな業種のものが掛け算できるよ

うな仕組みをこれからもっともっとつくっていければなというふうに考えています。 

静岡県藤枝市というと、やっぱりサッカーが非常に盛んなので、うちも元々サッカーを

やってきたという部分もありますし、そのサッカーのところをもっと切り口にいろんなソ

フトの部分とサッカーの掛け算というのをもう少し気軽にできるような状態をつくってい

ければなというふうに考えています。 

藤枝はサッカーが非常に盛んなんですけれども、実はコアな人が多いんですよ。もう少

し気軽にライトなファンをつくっていくことが必要で、アメリカのメジャーリーグのお客

さんは、全体の、ルールを知っている人は、その中の３割しかいないんですよ。あとは皆

さんビールを飲んで、ホームラン打って、わあっと喜んでいるだけで、ルールはよくわか

らないけど、ホームランを見て喜んでいるみたいな感じなんですよ。サッカーもそれでい

いと思うんですね。点が入ったら喜ぶ、わあっでいいと思うんですよ。 

だけど、結構いろんな人の話を聞いていると、「やっぱり４・４・２じゃなきゃだめだな」

とかやっているんですね。そういう話をした時点で、ライトな人たちは引いちゃうんです

ね。もう少し気軽に、点が入ってわあっと喜ぶだけでもいいので、そういった部分で、も

う少しサッカーと気軽に触れ合える場所として、私はちょっと大きな話ですけれども、ス

タジアムがもし駅前にあったらすごくおもしろいんじゃないのかと。そういったので今あ

るのはサガン鳥栖ぐらいですね、スタジアムが駅前にあるというのは。なので藤枝にあっ

てもおもしろいんじゃないかなと個人的には思ったりもしております。 

なので、そういったソフトの部分から、もう少しスポーツを絡めていって、いろんな業

種の人たちがサッカーと関わっていけるというところが、すごくこれから求められている

んじゃないかなと。そういった部分を弊社、私自身も含めて、どんどん積極的に取り組ん

でいきたいなというふうに考えています。以上です。 

 

【発言者６】 本日はこのような機会をいただきまして、どうもありがとうございます。

発言者６と申します。駅伝のアンカーは大変だなと今思いながら、ずっと６番目を待って
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おりました。それから今発表した発言者５さんのように、私はフォワードのような性格で

はなく、どっちかといえばディフェンダーのような性格で、堅苦しく、つまらないお話に

なるかもしれませんけれども、お付き合いいただきたいというふうに思います。 

 私、物流業に携わっておりまして、主に外資系の某電子部品メーカーさんの原材料であ

るとか、製品を扱っております。保管管理、それから全国各地への配送、または配送手配

というものを主な業務としておりまして、藤枝、焼津、掛川という３つのエリアに営業展

開しておりまして、今現在 100 名をちょっと超えるくらいの従業員さんが会社で働いてい

ただいています。 

 冒頭、司会の方からも話があったように、高齢者の方、それから女性、障害者、そうい

った多様な従業員の方が、とにかく長く安心して働ける会社づくりというものを目指して

やっております。私自身は２代目、今年 52歳、経営を担っておりますけれども、会社は昭

和 47 年創業で、2020 年には第 50 期目を迎える、そんな節目が近いところにある会社でし

て、私自身も 52 歳、会社も 50 歳目前ということで、特に最近やはり意識するのは、地域

社会における企業としての役割というものを考える、そういう年齢にきているのかなとい

うことを自覚しながら経営に当たっております。 

 物流というと、なかなか重要な仕事の割に、皆さんの認識の中にこの仕事というのが落

ちてない業界だなと私思います。僕は仕事柄、大体朝３時半ごろ目が覚めて起きる、４時

半ごろには会社に来ているんですけれども、朝起きて一番困るのはテレビ番組、テレビを

やってないんですよね。 

皆さんも起きる方いるかもしれませんけれども、大体テレビショッピングをやっている

のが常で、その中で気になるのは「送料無料」という言葉がすごくたくさん画面に出され

ていることなんです。あれは送料運送会社持ちなんだけど、「送料無料」という言葉が出ち

ゃっているんですね。 

それから若い人たちもそうでしょうけれども、クリックすると物が翌日には簡単に届く

という世界、それから何度でも配達してくれるという、そんな認識が非常に強い業界だな

というふうに思います。 

 それから、見渡した限りだと、もしかしたら私と同じように、トラックの業界は菅原文

太とか、愛川欽也がたくさんいるんじゃないかと思っている方もいるかもしれませんけれ

ども、そんなことは全くなくて、そのくらいの今認知度の低さの中、プラス若者の車離れ、

それからドライバーの高齢化というのが本当に進んでいまして、慢性的な労働力不足、将
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来に向けての深刻な労働力不足というのが、我々の経営者の一番の今の最重要課題になっ

ています。このままいくと物流機能が維持できなくなる。サービスレベルが維持できなく

なる。もっと言うなら、会社が維持できなくなってしまうという水準まで、そのちょっと

前まできているのが現実だと思います。 

そのほかにもいろんな問題が山積みになっているんですけれども、そうはいっても業界

全体で今イメージアップであるとか、労働環境、家庭環境の改善に全力で取り組もうとい

うことでやっていますし、物流業者という目で見て、静岡県はとても恵まれている県だと

いうふうに思います。特に志太地域もそうですけれども、多様な産業が根付いていますし、

月並みな言い方ですけれども、大都市圏の地理的な優位性もありますし、気候的な優位性

も持っている。ましてや陸海空のインフラにも恵まれている。厳しいけれども恵まれた地

域の中で、我々が物流事業者としての責任を果たしながら、かつこの地域に企業としての

責任を果たしていくためにどうしたらいいかということを常に考える中で、２つの経営方

針に基づいて私は経営しています。 

 一つは、自社経営と地域振興は表裏一体のものであり、地域の発展なくして自社の発展

なしということがまず一つ、業界の発展なくして社会の発展なしということも言えるかと

思います。もう一つは、どうしても事業の多角化に走りたくなりますけれども、私たちの

会社は、社会の多様化への対応、特に働く人や働き方の多様化への対応、対策を今後すべ

ての組織計画とか採用計画、経営判断の前提としていこうというのが、二つ目の経営方針

です。 

その中で、うちの会社では新規従業員の採用強化とか、今いる従業員の福利厚生の充実、

それから働き方の多様化への対応、または地元地域とか近隣企業の抱える同じような貢献

の一環としまして、国がすごく強力に進めていますけれども、仕事と子育ての両立を目的

とした企業主導型保育事業というものにチャレンジを昨年の初めに会社として決定として、

地元の保育事業者さんと連携し、また関係各方面の皆さんの御協力、御理解もあって、昨

年 11月に国の正式な認定を受けて、今年の４月に市内下当間に私たちの本社があるんです

が、その横に保育園を建設中です。０歳児から２歳児を対象とした保育園になります。 

 そういった、人を中心とした経営を推進するということが、自分の会社だけじゃなくて、

地域の課題とか近隣企業の課題の解決のきっかけであるとか、または、まだ藤枝市ではな

かなか前例がないんですけれども、私たちが前例になっていけばという思いで今回の決断

をしたというふうに思っております。 
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 この保育園に関してですけれども、この保育園を拠点として、今、週休２日制の会社が

多いですから、子どもの少ない土曜日なんかは、地元の皆さん、若い経営者もいますので、

そういう地元の事業者さんとの連携であるとか、または新しいアイデアのトライアルの場

としても、お互い付加価値を高めていける、そんな場になっていければというふうに思っ

ています。 

当然保育事業ということで、非常に責任が重たく感じてもいますし、全く未知の分野へ

の挑戦ということで、正直９割は不安なんですけれども、準備をしていく中で、その意義

とか夢というものも徐々に、徐々に大きくなってきているというのも正直なところです。 

４月の開園を目指しているところで、地元の自治体とか、近隣企業への説明もだんだん

に進んできて、１月に入ってから、実際に子どもを預けたい、預けて働きたいという方か

らの連絡が徐々に入ってきて、思わぬ、僕らは下当間で藤枝ですから、藤枝の近隣の地域

にアナウンスしていましたけれども、実は焼津市、それから静岡市、いわゆる通勤の途中

というコンセプトが非常にニーズがあるんだなあと、特に私たちの会社は焼津インターの

近くですから、そういったことがあるのかなという気づきがあります。 

まだまだこの園の存在とか、設立趣旨というものが認知されるためには時間がかかると

思うんですけれども、特に認可外保育園である我々のような企業主導型保育園と、地元の

認可保育園とか幼稚園が連携することによって、よりコンパクトなエリアでの「働く・暮

らす・育てる」の一体化が図られて、より地域としての付加価値が向上するんじゃないか

なというふうに思っています。 

ただし、やはり０～２歳児の保育園を設立するんですけれども、３歳児以降の受け皿の

確保を含めて、雇用を維持しながら働きやすさと子育てのしやすさを両立していくために

は、結構乗り越えなければいけないいろんな壁が存在するんだなというのも徐々に見えて

きました。 

最初にも言ったんですけれども、企業主導型の保育事業というのは、自社だけじゃなく

て、近隣の地域とか企業とか、そういったところが共通の課題、または近隣事業との連携

というものを目的としていますので、単純に企業の多角化ということではないんですね。 

そういった人に関する我々のような小さな企業のチャレンジに対しては、ぜひハローワ

ークを始めとして、児童福祉、健康福祉、学校教育、そういった部門と、やはり企業のチ

ャレンジという意味では産業政策部門、それから都市政策、企画といった部門が一体とな

って、広報であるとか、資金的な支援も含めて、かつ事業所目線、地域目線での支援の仕
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組みづくりであるとかを一企業として期待をしたい、または柔軟に進めていただきたいな

というふうに思っております。 

もう１つは、今回、国の認定ということで動いておりますけれども、国とか県とか市の

それぞれのやはり制度の連携を一層深めていただいて、行政単位、または部門、年度を超

えた境目のない横断的な支援というものをいただけたら、もっともっとこういうチャレン

ジの連鎖は広がっていくのではないかなというふうに思っています。とにかく教育部門と

産業政策部門の一層の連携というのは、地域産業の振興のためには欠かせないことだと思

います。その中には広い意味ではスポーツとか文化というものも入るんじゃないかなとい

うふうに思っています。 

最後ですけれども、藤枝市にはエコノミックガーデニングという大企業の誘致に頼らな

い、地元の中小企業を育成することによって、この地域内に良質な経済循環を生み出すと

いうそういう概念があります。私もこの概念の考え方に賛同して、個人としても、企業と

しても、その活動に積極的に関わってきております。 

また、一昨年には、藤枝市地域経済を支える「がんばる中小企業」振興基本条例という

ものが制定されて、時間の経過、または部門を超えた横串を刺した横断的な支援ができる

ような、そういった制度が徐々に藤枝市にできています。我々からすれば大変心強い動き

だなというふうに思いますけれども、まだまだ認知という部分では、事業者自身が知らな

いことがたくさんあるんじゃないかなというふうに思っています。 

そういう意味で、自分が新しいことにチャレンジをしていく中で、当然新しい課題が出

てきます。それを乗り越えるために、生まれてきている支援、いろんな制度、そういった

ものを自らが使いながら、より事業者目線の支援や制度になっていくように、これからも

積極的に関わっていきたいと思っておりますし、同じような意識改革を持った企業、経営

者、そういったものが増えていくように私自身も努力をしていきたいというふうに思って

おります。ちょっと堅苦しいお話になってしまいましたけれども、以上、私たちの会社の

取組みを述べさせていただきました。ありがとうございました。 

 

【川勝知事】 スポーツをやっておりますと、いいところでタイムをとって流れを変える

という非常に重要なんですけれども、もう発言者５さんの絶妙のタイミングで、発言者３

さんと発言者４さんの女性パワーに圧倒されているのを、すっと背伸びと深呼吸で変えて

しまわれまして、創業 66 年３代目、創業 45 年２代目、発言者５さんと発言者６さん、本
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当にすばらしい青年実業家だと、発言者６さんは 45 からは壮年に入りますので、壮年実業

家と。45 以前は青年ということになります。というふうに承りまして、これはお父上、あ

るいはおじいさまですね、創業者の精神、これチャレンジの精神ですね。 

サッカー少年団を一番最初におつくりになったおじいさまがいらして、ドイツまで行っ

たり、そうしたフットワークの軽さとチャレンジ精神というものが、３代目の発言者５さ

んですね、感心しました。そして明らかに国の流れと、世界の流れを見ながら、スポーツ

産業は 5.5 兆円が、やがて 10兆円、15 兆円になるというのを、これをちゃんと見ていらっ

しゃるんですから、そのうち自動車を抜きます。それくらいスポーツ産業が重要であると。

その一角を自分が担っているんだと。しかも藤枝といえばサッカーだと。サッカーと言え

ば清水屋スポーツだということで、そういう使命感があふれていて、誠に頼もしいという

ふうに思った次第で、言うことはありません。感心しました。 

 それから発言者６さんは御立派ですね。物流というのはただじゃないと、もうそのとお

りなんですね。今、実は有効求人倍率が 1.6 に近くなった、要するに 10人仕事したい人が

いると 16 人仕事を求めているんですけれども、人が足りないんですね。それ平均なんです。

実際は、もう物流は求人が３倍も４倍もあるにもかかわらず、人が来ないというそういう

ところで、しかし物流なくして生活は成り立ちません。それくらい重要なところに人が行

かなくなっている。 

しかし、そのときに経営哲学が立派じゃないかと。つまり企業の発展と地域の発展は一

体だとおっしゃったですね。実際、発言者６さんのところはギネスに載った花回廊、もの

すごい立派な貢献をされているのは知る人ぞ知るであります。それからまた業界の発展が

社会の発展と一体だというお考えをお持ちなんですね。ですから業界中心主義ではない、

自分の企業中心主義じゃないですね。常に地域の中で仕事をさせてもらっているんだと。

だから地域の発展を担うのが企業の使命だと、自分の会社の使命なんだと思っていらっし

ゃるし、業界全体と社会の発展と常に一体でないといけない、自分の業界だけよければい

いというものではないという、この経営哲学がお話の端々に伝わってまいりまして、それ

を実践されておられますので、しかも発言者６さんのところは、障害者雇用とか、高齢者

雇用とか、女性雇用も非常に率先してなさっておられまして、モデルのようなところであ

ります。 

あろうことかといいますか、びっくりしたことに、保育園をやるというんですね。今は

もう保育園の問題は極めて重要です。これはもう発言者４さんのところでもそうでありま
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すけれども、子どもさんをどのように預けて仕事をするか、ワーク・アンド・ライフ・バ

ランスなどと言ったりしますけれども、仕事と子育て、これをどのように両立させるかと

いうのは極めて重要で、それだったならば、保育所が足りないならば、自分のところでや

ろうとおっしゃっていただいた。これがいかに難しいか。それは、役所の合意を得なくち

ゃいけませんので、施設もつくらなくちゃいけない、投資もしなくちゃいけないというこ

とがあります。 

あまり大きな声で言えません、小さな声で、しかしはっきり言いますけれども、実は静

岡県庁の中で、企業で保育所をつくってくださいというふうに皆言っているわけです。私

はうちも 6,000 人が働いているじゃありませんかと。だから県庁の中に子どもを預かると

ころをつくったらどうかと、５年かかりました。要らないと言うんですよ。 

総論賛成各論反対で、県庁の東館の５階に私の部屋がありまして、そこを開放すると言

ったんですよ。本当に本気だと思ったらしいですね。だけど、お母さんが５階まで上がっ

てくるのは大変だと、また反対されまして、それじゃ２階のところに、ちょうど東館の２

階に、来られた方が新聞読んだりされるところがある、そこにすると言ったわけです。い

よいよ本気だということになって、それで今、西館の、ちょうどステップを上がっていき

ますと、そこの左側のところに子どもの預かり所がありますが、これ５年かかりました。

県庁のように公的なことをやっているところでも、ましてや物流の倉庫会社のところが、

これをするというのは大変な勇気と、それから会社の経営理念というのが社員の中に浸透

しているからじゃないでしょうかね。 

それからまた物流は今、いわゆる無人で運んでいくというようなことも実験も行われて

おります。その実験も静岡県の新東名は、平成 24 年の４月 14 日に 162 キロ一挙に開通し

ました。片側３車線です。ところが、浜松から西に豊田東まで、その２年後に開通しまし

たけれども、片側２車線になっています。だから静岡から出て愛知県に入ると、急に狭く

なりますよ。今もう御殿場からさらに神奈川に抜けるところも、多分片側２車線です。う

ちだけが片側３車線なんですよ。なぜかというと前倒しでやったからです。１年半前倒し

でやったんですよ。そうすると３車線のうち１つは実験に使える。また非常にレベルの高

い高速道路なので、時速も 110 キロまで出せるということで、今事故がないまま行われて

いますけれども、いろんなことができる。これは何のためにやっているかというと物流の

ためなんですね。我々日本全体の物流を支えるためです。 

それからまた清水港からＲＯＲＯ船、ロール・イン・ロール・アウトといいまして、ト



 - 27 - 

ラックのまま入り込んで、運転席は外しまして、そのままずっと大分まで持っていくんで

すよ。そこでまたトラックの前のところに運転席を付けまして九州に運ぶと。そうすると

静岡県からずっと近畿、中国を通って九州まで行くドライバーの負担が軽減できると。こ

れ全部物流をいかにスムーズにし、かつドライバーが少なくなる中でどうしたらいいかと

いう工夫をしているんですね。 

ですからもう今日発言者６さんはあまり強く言われませんでしたけれども、実は物流に

ついてもっと理解する必要があって、逆に言うと、物流はおもしろいです。なぜかという

と、これなかったら社会が動きませんから。ですから、この静岡県の中でここではこうい

う立派な経営者をみんなで支える。ですから、私は物流業界の悲鳴を知っているものです

から、ぜひこういう立派なところはみんなで支えないといかない。 

逆に、発言者６さんのところは、社会のために自分たちがお子様を育てるためにやりた

いと。不安 90％と言われました。つまりほとんど不安ということです。つまり自信はほと

んど１割しかないと。それでやっているんですよ。これは立派です。だから女性だけじゃ

ないですね、さすが藤枝。藤枝順心が何しろ日本一なったので、女性すごいなと思ったら、

それを応援する男性諸氏がいるんだと。その人たちが企業をやったら、３代目も２代目も、

この人はもう家光ですね、今。だからこれから家綱、綱吉と 15代まで行くでしょう。発言

者６さんのところも、今２代目ですけれども、間もなく４，５年で 50 周年を迎えられると

いうことで、きっとこの仕事の形を多角化しながらも、いろんな新規事業に乗り出して、

社会に貢献するということを通して、また自分たちも地域社会で利益を得るということで、

これからいわゆるＢＳでやっているテレビショッピングですね、送料無料ということは違

うというそのことをしっかりして、物流に従事してくださっている人たちを一緒に応援し

ていこうではありませんか。発言者６さん、どうもありがとうございました。 

 

【傍聴者１】 皆さんのお話の後で、ちょっと野暮な質問をしたいと思います。避難所の

関係でございます。 

 昨年の 10 月 16 日に 29年度の避難所の対策会議を開きました。学校関係者、地元の町内

会、自治会、それと市役所、あるいは県の事務所ですか、あそこから来てくださったんで

すが、その中で今年初めて西高等学校が次のような文章になっていました。 

避難支援への対応ということで、藤枝市として当校は避難所となる。市との覚書。「避難

所としてグランド等、避難所として体育館を提供し、使用期間は７日以内、最大７日とす
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る」と。 

東北、熊本、中越の避難所を見ても、大体１カ月、２カ月は避難生活をしていると思い

ます。ここに来る方は、家が倒壊もしくは燃えたとか、住めないから来るのであって、７

日もしくは 14日過ぎた時点で、ここに避難した人たちは出ていけというのかと。これは県

の方針なのか、教育委員会で決めたのか、学校当局が決めたのか、ちょっとわかりません。

いろいろその場で質問したんですが、学校当局からも、市からも、県からも納得いく回答

はありませんでした。だからこの文書はまだ生きていると思うんですが、７日もしくは最

大７日の延長とする。この根拠がわかりませんし、14 日過ぎたときに、避難した人たちが

どこへ行けばいいのか。今日の回答は無理だと思いますけれども、ひとつその対応につい

てお考えいただきたいということです。以上です。 

 

【川勝知事】 どうも御質問ありがとうございました。大変重要な、学校をあずかってい

る先生として当然のことですね。私どもは東日本大震災で、静岡県は岩手県を担当するよ

うに言われまして、またあれは 2013 年３月 11 日ですので、もう大分たちました、６，７

年になりますが、まだ 20人行っています。そしてまだ避難所で生活している人がいますよ

ね、仮設住宅ですが。 

それからまた熊本、一昨年の４月 14 日から 16 日に起こりまして、そこにも数名うちの

職員が働いております。特に熊本で問題になったのは、避難所の運営でした。そのときに

避難所から７日で出なくちゃいけないとか、あるいは２週間で出なくちゃいけないとかと

いうふうなことは聞いたことがありませんでした。ですから今、先生がおっしゃったよう

に、非常に杓子定規な話ですね。そんなことはあり得ないことだと思います。行くところ

がないのに出ていきなさいなどというふうなことはあってはならないと思います。 

むしろ避難所につきましては、乳飲み子を抱えたお母さんがいるとか、要介護者といい

ますか、そういう人たちがいると。どういうふうにしたら、そういうときに不便を来さな

くて済むか、あるいは仮設のトイレなどもできてきますけれども、仮設のトイレは段を上

がらなくてはなりません。上がるというのが、体の不自由な人には大変苦痛を伴います。

どうしたらいいかというふうなことが問題になっていますけれども、何かで出ていけとか

いうふうなことは、文言としてなるべく早くに帰れるようにするということの意味かもし

れませんけれども、今おっしゃったような、何かここは７日間しか貸さないとか、学校の

方で決められていたら別ですけれども、そういうふうなことは少し現実的ではないという
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のは、先生がおっしゃるとおりじゃないでしょうか。私もそう思います。 

ですから、どのように回答したのか知りませんけれども、高校の方にその理由と、それ

から現実に起こった場合どうなるかということについて回答を申し上げるということでよ

ろしいでしょうか。 

 

【傍聴者２】 知事に質問です。大学の支援をしているものです。県外からの参加でござ

います。 

 昨年、県知事には静岡大学の地域創造学環というところで、学生さんに話を伺いました。

地方創生という言葉が、まちを盛り上げるという意味では、人材育成が非常に重要ではな

いかなというふうに思っておりまして、知事も文芸大学の学長をされていたりだとか、社

会に出るまでの一歩手前の大学に対する期待なんかを、静岡大学に限らず、お聞かせいた

だければと思います。 

 

【川勝知事】 どうも県外から参加していただき、また大学に御関心を持っていただきま

してありがとうございます。 

 大学は、何か高校を卒業したら行くところだというふうな通念をもうやめたいと思うん

ですね。勉強したくなったときに行けばいいと、そういうふうに思っております。義務教

育は 15 歳までですから、これはしっかりしなくちゃなりません。しかし、学校のカリキュ

ラムというのは、国の方で学習指導要綱というのが決まっていますから、先生方はそれに

応じてなさっておられます。 

しかしながら、これは北は北海道から南は沖縄まで全部一緒なわけですね。それ以外に

やることがあるでしょう。例えばスポーツ教室だとか、これは地域のクラブでやるとか、

学校で剣道とか、あるいはサッカーとか、場合によっては水泳とか、いろんなことをやり

たい子が子どもたちにはいるでしょう。それを学校のクラブに押しつけることができませ

んので、ですから実際は社会総掛かりでスポーツなどはやった方がいい。 

あるいはそうですね、皆さん宝塚って御存知ですか、宝塚の花組というのがあるんです

よ。花組、月組、宙組、雪組、星組とありまして、花組というのは一番古い、110 年以上の

歴史があります。そこで 100 年のときに総理大臣が、また文部大臣が感謝状を出しました。

そこは中学を卒業してから受けられるんですよ。中学卒業したときに、東の東大か西の宝

塚かと言われるぐらい数十倍です。 
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そしてそれも花組のトップが静岡県出身の人ですよ。この子は 10 代で、中学生のときに

何かのきっかけでここに来たいと思って行っているわけですね。踊りも、それから台詞も、

それから歌も、チームでやりますから、これは清く正しく美しくという教育方針でやって、

立派な教育をしています。これも１つの道ですね。 

ところが皆、中学卒業したら高校に行って、高校卒業したら大学に行って、それから社

会人になるというのが当たり前みたいに思っている。しかし先ほど藤井聡太君のことを言

いました。藤井聡太君は中高一貫の学校に行っているから、高校まで進学すると言いまし

たけれども、行っても行かなくても関係ないですよ、あの青年にとっては。彼は将棋道で

これからやっていくでしょう。 

そういうふうにいろんな道が僕はあると思います。しかし何かその道でやっていくと、

もっと勉強しておいてよかったと思うときがくると。そうしたときに通信教育なり、場合

によって時間があれば、社会人として入学して、そして学士号とか、場合によっては博士

号とか、そういうものを取ればよろしいと。そういうふうにしていくべきだというふうに

思っているんですよ。 

ですから、お茶、自分もやりたい、花をつくりたいと思ったら、その道でいいよ。園芸

学校だとか農業学校とか、あるいは工業学校とか水産学校とか、そういう実業関係の公立

の高校だけで静岡県下に 42 校もありますよ。それがもう自分がやりたいといったらそれを

やればいいと思う。 

そして大学は今、地域創造、あるいは地域創生とかということについて、日本中あちこ

ちでやっていますよ。ですから地域を創生するためにはどうしたらいいか。地域のことを

知らないといけないんですよ。藤枝について知ろうと思えば、この藤枝の文化について、

地理について、歴史について、産業について知らないと、地域興しなんかできやしないで

すよ。ですから、こちらはここがテキストなわけです。テキストの先生はだれでしょうか。

それはここで働いて生きている方たちです。ですから地域創生のためには、実は地域学が

要るんですね。地域学の先生は実は我々全員です。大人全員だということで、自分たちが

生きてきたものを若い青少年たちに返していくということだと思います。 

そこで、本当に本を読んで、何か論文を書いたりしたい人は、そのときに大学に行けば

いいと。だから学力偏重主義というのは、あるいは学歴社会ですね、これはもう終わりじ

ゃないかと思っています、有名大学に行って、有名企業に行くという。有名企業、不正会

計あるいは品質不正など大会社がいろいろ不正をされているというそういう新聞記事が出
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ています。だから大会社に行けば、それで幸せかと思ったら、突然クビ切られたり、非常

に厳しい状況に追い込まれるということでしょう。 

静岡県に 12 万の事業所があります。そのうち大企業と言われるものは二百ちょっとしか

ありません。ですから実際 12万数千社あって、12万数千社が実は中小企業、小企業なんで

す。そこで実は静岡県、16 兆円で全国４位、一人当たり所得は東京、愛知に次いで第３位、

16 兆円のＧＤＰというのはニュージーランドと一緒なんですよ。だから１国の経済規模を

持っているし、人口規模も、実際国に税金を納めなければ静岡県だけでやっていけるんで

す。そうもいかないですけれども、それぐらい強いところなんですよ。 

そしてそれを支えているのが、実は全員のいわば、例えば発言者５さんならば、スポー

ツに関わる、サッカーに関わるプロのノウハウです。彼は経営革新優秀賞を取っています

から、発言者６さんのところは物流についてのプロですよ。こちらは子育てのプロでしょ

う。こちらもアメリカのプロです、我々から見たら。 

そういう人たちがいらっしゃって、それが地域の力をつくっているということで、そう

した意味で大学は大事ですけれども、いわば知情意というでしょう、知、情け、意欲、そ

の３つとも必要です。心をつくっているのは知、知識の知、知性の知、情、これは感情の

情です、それから意欲の意、知情意、知は高い方がいい、知は高く、情けは深く、意は強

く、心を磨き、体を鍛うべし。どうですか。知は高く、情けは深く、意は強く、心を磨き、

体鍛うべし。３つとも必要なんですね。 

知性だけじゃないですよ。感性が豊かな人は絵を描いたり、音楽をしたり、それもいい。

スポーツをやろうと思ったら、意思の力がすごく必要です。こういうものは意欲を持たな

いと何事も続きませんから、それをするにはやっぱりサッカーとかスポーツをしなくちゃ

いかんというふうに思いますので、大学中心主義、あるいは学歴中心主義、大企業中心主

義から静岡県は脱却したい。 

私は学歴の時代に育ったものですから、それの弊害をよく知っておりまして、毎日毎日

勉強していてもこの程度なんですから、だからこれだけが生きる道ではないと。立派な人

が本当に世の中にはたくさんいらっしゃいます。ですからそういう意味では皆先生だと。

先に生まれた人は先生で、皆敬老で、80代になって中老、それから 88歳ぐらいからは長老

になっていくんですね。後期高齢者、末期高齢者にならないんです。皆偉くなっていくん

ですよ。 

そういうふうな健康寿命を延ばしながら、皆がそれぞれ尊敬する、こういう社会をつく
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っていきたいものだというふうに思っておりますし、そのときに県外から来られました、

海外から来られる人、また戻ってくる人、そういう人たち全部が差別されないで、だれも

が努力をすれば夢が叶う、ドリームズカムトゥルーなんですよ、努力をすればここではで

きると、そういう社会をつくっていきたいものだというふうに思っておりまして、お答え

になりませんでしたけれども、そういう考えを持っております。以上でございます。 

 


